
　

５
年
ぶ
り
と
な
る
「
島
じ
ま

ん
２
０
２
３
」
が
５
月
13
日
、

14
日
に
開
催
さ
れ
、
２
日
間
で

延
べ
10
万
人
以
上
の
人
が
来
場

し
ま
し
た
。

　

「
島
じ
ま
ん
２
０
２
３
」
で

は
会
場
を
２
つ
に
分
け
、
ス
テ

ー
ジ
・
飲
食
ブ
ー
ス
が
あ
る
竹

芝
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
第
１
会

場
に
、
物
販
ブ
ー
ス
・
体
験
ブ

ー
ス
が
あ
る
東
京
ポ
ー
ト
シ
テ

ィ
竹
芝
に
第
２
会
場
が
設
営
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
１
会
場
の
三
宅
島
飲
食
ブ

ー
ス
で
は
商
工
会
女
性
部
に
よ

る
島
め
じ
フ
ラ
イ
、
明
日
葉
の

天
ぷ
ら
、
明
日
葉
炊
き
込
み
ご

　

５
月
1８
日
に

三
宅
島
阿
古
出

身
の
山
本
峯
章

氏
に
感
謝
状
を

贈
呈
い
た
し
ま

し
た
。

　

山
本
氏
は
、

２
０
０
０
年
噴

火
災
害
の
全
島

避
難
中
に
児

童
・
生
徒
の
た

め
三
宅
村
教
育

委
員
会
に
さ
ま

ざ
ま
な
ご
支
援

を
さ
れ
る
と
と

も
に
、
貴
重
な

蔵
書
を
多
数
寄

贈
さ
れ
る
な

　

５
月
14
日
㈰
、

「
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ａ　

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
Ａ
Ｌ　

Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
」
に

お
い
て
、
Ｊ
Ｆ
Ａ

バ
ー
モ
ン
ト
カ
ッ

プ
第
33
回
全
日
本

Ｕ–

12
フ
ッ
ト
サ

ル
選
手
権
大
会
東

京
都
大
会
一
般
予

選
が
行
わ
れ
、
Ｆ

Ｃ
三
宅
の
代
表
選

手
が
出
場
し
ま
し

三
宅
村
議
会

第
２
回
定
例
会

�

６
月
７
日
㈬
開
会

　

令
和
５
年
第
２
回
三
宅
村
議

会
定
例
会
の
開
催
を
次
の
と
お

り
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

▽
開
催
日
時
＝
６
月
７
日
㈬

か
ら
、
午
前
９
時
30
分
開
会

　

▽
開
催
場
所
＝
三
宅
村
役
場

臨
時
庁
舎
３
階
議
場

　

※
本
定
例
会
の
傍
聴
に
つ
き

ま
し
て
は
議
会
運
営
委
員
会
に

て
方
針
を
決
定
後
、
Ｉ
Ｐ
告
知

端
末
お
よ
び
三
宅
村
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
三
宅
村
議
会

事
務
局
☎️
⑤
０
９
５
６
。

た
。

　

一
般
予
選
は
全
出
場
チ
ー
ム

72
チ
ー
ム
が
３
チ
ー
ム
ま
た
は

４
チ
ー
ム
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け

ら
れ
、
総
当
た
り
の
グ
ル
ー
プ

リ
ー
グ
を
行
い
、
Ｆ
Ｃ
三
宅
は

２
勝
１
分
け
で
１
位
通
過
を
果

た
し
東
京
都
決
勝
大
会
へ
の
出

場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

次
な
る
ス
テ
ー
ジ
・
東
京
都

決
勝
大
会
は
６
月
11
日
㈰
に
同

会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
Ｆ
Ｃ
三

宅
の
合
言
葉
「
パ
ワ
ー
全
開
」

で
全
員
の
力
を
合
わ
せ
て
勝
利

を
勝
ち
取
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の

応
援
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
！

飯
が
販
売
さ
れ
、
雨
が
降
っ
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
行
列

が
で
き
る
ほ
ど
の
大
盛
況
で
し

た
。

　

第
２
会
場
の
外
で
は
、
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
体
験
と
Ｖ
Ｒ
体
験
が

行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
は
各
種
体

験
コ
ー
ナ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
第
２
会
場
の
建
物
内
に

設
営
さ
れ
た
物
販
ブ
ー
ス
で
は

明
日
葉
製
品
や
焼
酎
な
ど
が
販

売
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
１
会
場
で
行
わ
れ

た
ス
テ
ー
ジ
で
は
式
根
島
出
身

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
宮
川　

愛

李
さ
ん
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ

や
コ
コ
リ
コ
遠
藤
さ
ん
の
「
島

ト
ー
ク
」
の
ほ
か
、
各
島
の
ス

テ
ー
ジ
披
露
が
あ
り
、
三
宅
島

か
ら
は
１
日
目
に
坪
田
郷
土
芸

能
保
存
会
の
観
音
丸
、
２
日
目

　

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
行
動
制
限
の
な
い
期
間
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
期
間
の
三
宅

島
へ
の
来
島
者
数
は
前
年
度
同

に
は
伊
ヶ
谷
郷
土
芸
能
保
存
会

の
獅
子
舞
が
披
露
さ
れ
、
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

時
期
と
比
べ
る

と
、
１
・
３
倍

の
約
２
０
０
０

人
の
方
が
来
島

し
ま
し
た
。

　

今
年
も
竹
芝

や
調
布
か
ら
の

来
島
者
に
加

え
、
八
丈
島
や

御
蔵
島
か
ら
の

複
数
島
を
巡
る

「
ア
イ
ラ
ン
ド

ホ
ッ
ピ
ン
グ
」

を
楽
し
む
来
島

者
が
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
海

外
か
ら
の
訪
日
観
光
客
（
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
）
も
目
立
ち
、
釣
り

や
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
、
ダ

イ
ビ
ン
グ
な
ど
の
三
宅
島
な
ら

で
は
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽

し
ま
れ
、
島
の
特
産
品
を
使
っ

た
お
土
産
品
を
買
い
求
め
ら
れ

る
な
ど
、
島
内
は
に
ぎ
や
か
な

大
型
連
休
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
期
間
中
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
島
を

周
遊
す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
大

久
保
浜
キ
ャ
ン
プ
場
で
ア
ウ
ト

ド
ア
を
楽
し
ま
れ
る
方
も
多

く
、
活
況
を
呈
し
て
い
ま
し

た
。

　

島
内
の
主
な
観
光
施
設
（
ふ

る
さ
と
の
湯
・
三
宅
村
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
・
ア
カ

コ
ッ
コ
館
）
の
利
用
者
数
は
次

の
と
お
り
で
し
た
。

　

▽
ふ
る
さ
と
の
湯
＝
１
３
０

３
人

　

▽
三
宅
村
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
＝
８
６
人

　

▽
ア
カ
コ
ッ
コ
館
＝
５
３
６

人
　

ま
も
な
く
夏
季
の
観
光
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
今
後
島
内
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
中
止
と
な
っ
て
い
た
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
今
期
の
Ｇ
Ｗ
の
よ
う

に
多
く
の
観
光
客
が
来
島
し
、

よ
り
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
三
宅
島

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ど
、
平
素
か
ら
村
政
や
教
育
の

振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

　

山
本
氏
は
九
州

学
院
大
学
講
師
を

経
て
現
在
は
政
治

評
論
家
と
し
て
ご

活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
回
寄
贈
さ
れ

た
蔵
書
は
、
三
宅

村
立
図
書
館
に

「
山
本
峯
章
文

庫
」
と
し
て
特
設

コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
お
り
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
総
務
課
庶
務

係
☎️
⑤
０
９
８
１
。

ＦＣ三宅の代表選手

三池港から船に乗る観光客ら

島じまん２０２３オープニングあいさつ

第２会場のＶＲ体験
山本氏（前列左から３人目）と式に
参加した関係者ら

三
宅
島 

ブ
ー
ス

ス
テ
ー
ジ 

大
盛
況

５
年
ぶ
り

島
じ
ま
ん
２
０
２
３
開
催

Ｆ
Ｃ
三
宅
が
都
ベ
ス
ト
３２
進
出

全
日
本
Ｕ ‒ 

1２
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

来
島
者
数
は
前
年
度
比
1.3
倍
に

Ｇ
Ｗ
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う

村政、教育の振興に貢献

阿古
出身 山本峯章氏に感謝状
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令和５年４月１日から令和５年４月30日まで

村長室だより

４月４日 三宅支庁長外６名来庁対応
５日 みやけ保育園入園式出席
６日 環境省国立公園管理官来庁対応
７日 三宅村立三宅小学校入学式出席

三宅村立三宅中学校入学式出席
東京都立三宅高等学校入学式出席

９日 陸上自衛隊第１師団創立61周年・練
間駐屯地創設72周年記念行事出席

11日 気象庁三宅島火山防災連絡事務所所
員着任挨拶
東京都島しょ保健所三宅出張所副所
長着任挨拶

12日 三宅島漁業協同組合長来庁対応
14日 三宅島観光協会長来庁対応 
20日（公財）東京都都市づくり公社室長・

課長他２名挨拶対応
24日 第46回島嶼地区消防団連絡協議会意

見交換会出席
25日 令和５年度全国簡易水道協議会関東

甲信越ブロック出席
26日 令和５年東京都島嶼町村会研修会

（第１回）出席
27日 令和５年度第１回東京都町村長会議

出席
東京都市町村林野振興対策協議会決
算監査出席

　

令
和
５
年
度
の
住
民
健
診
・

が
ん
検
診
お
よ
び
風
し
ん
追
加

対
策
（
第
５
期
定
期
接
種
）
に

係
る
抗
体
検
査
を
＝
別
表
＝
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
対
象
者

の
方
に
は
６
月
上
旬
に
個
別
で

申
込
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

期
限
ま
で
に
必
ず
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

健
康
診
断
お
よ
び
が
ん
検
診

は
自
覚
症
状
の
な
い
方
が
受
け

る
も
の
で
す
。
体
に
異
常
が
あ

っ
た
場
合
の
初
期
症
状
は
、
ほ

と
ん
ど
自
覚
で
き
な
い
も
の
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
継
続
受

診
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

よ
り
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
実

現
し
ま
し
ょ
う
。
自
覚
症
状
が

あ
る
方
は
早
急
に
医
療
機
関
で

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

風
し
ん
抗
体
検
査
に
つ
い
て

は
対
象
者
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
発

送
し
て
い
ま
す
が
、
転
入
な
ど

で
ク
ー
ポ
ン
券
を
持
っ
て
い
な

い
方
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
被
用
者
保
険
（
協
会

け
ん
ぽ
な
ど
）
の
被
扶
養
者

（
ご
家
族
）
の
方
の
特
定
健
診

に
つ
い
て
も
実
施
し
ま
す
。
申

し
込
ま
れ
る
方
は
①
申
込
書
②

保
険
会
社
か
ら
の
通
知
（
ハ
ガ

キ
な
ど
）
③
保
険
証
の
写
し
を

持
っ
て
申
込
先
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

▽
申
込
先
＝
福
祉
健
康
課
健

康
係
も
し
く
は
各
出
張
所

　

▽
申
込
期
限
＝
６
月
30
日
㈮

　

▽
住
民
健
診
・
が
ん
検
診
実

施
日
会
場
＝
８
月
２６
日
㈯
・
２７

日
㈰
＝
リ
ス
タ
ホ
ー
ル
（
坪

田
）
、
２９
日
㈫
・
30
日
㈬
・
3１

日
㈭
＝
三
宅
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
伊
ヶ
谷
）

　

▽
受
付
時
間
＝
午
前
８
時
～

１１
時
２0
分
、
午
後
１
時
～
３
時

２0
分
（
８
月
3１
日
は
午
前
の

み
）

　

問
い
合
わ
せ
は
福
祉
健
康
課

健
康
係
☎
⑤
０
９
１
１
。

　

現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日

時
点
に
お
け
る
受
給
者
の
所
得

状
況
や
養
育
状
況
等
を
確
認
す

る
こ
と
に
よ
り
、
受
給
資
格
の

審
査
を
行
う
も
の
で
す
。
原
則

不
要
と
な
り
ま
し
た
が
、
必
要

な
方
に
は
村
か
ら
書
類
を
送
付

し
ま
す
の
で
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
期
限
は
６
月
30
日
㈮
ま

で
で
す
。

　

※
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先

の
所
属
庁
へ
現
況
届
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
、
勤
務
先

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
児
童
手
当
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
令
和
４
年
１0
月

か
ら
所
得
「
上
限
」
限
度
額
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

子
育
て
支
援
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
事
業

　

昨
年
１１
月
か
ら
開
始
し
た
子

育
て
支
援
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
事

業
の
対
象
者
が
、
令
和
５
年
４

月
か
ら
次
の
よ
う
に
変
更
に
な

り
ま
し
た
。

　

【
変
更
前
】

　

▽
３
歳
未
満
の
子
ど
も
を
育

て
る
世
帯　

　

※
対
象
児
の
年
齢
が
１
・
２

＝
別
表
＝
左
欄
（
①
所
得
制
限

限
度
額
）
以
上
の
方
は
特
例
給

が
原
因
で
起
こ
る
感
染
症
で
、

歯
の
周
り
の
歯
ぐ
き
や
歯
を
支

え
る
骨
な
ど
が
溶
け
て
し
ま
う

病
気
で
す
。

　

現
代
で
は
、
30
歳
以
上
の
成

人
の
約
80
％
が
か
か
っ
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

歯
周
病
菌
や
炎
症
物
質
が
歯
ぐ

き
か
ら
血
管
に
入
り
込
み
、
全

身
の
臓
器
や
血
管
に
運
ば
れ
る

こ
と
で
、
命
に
関
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
は
、
初
期
で
あ
れ
ば

治
療
す
る
こ
と
で
健
康
な
歯
ぐ

き
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
溶
け
た
骨
を
元
に
戻
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。　

　

日
頃
か
ら
「
規
則
正
し
い
生

活
を
送
る
」「
健
康
な
歯
肉
の
状

態
を
知
る
」「
正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
を
お
こ
な
う
」
な
ど
の
予

防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
併

せ
て
、
定
期
的
に
歯
科
健
診
を

受
け
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
福
祉
健
康
課

健
康
係
⑤
０
９
１
１
。

都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー

巡
回
相
談
を
実
施

　

東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー

巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
次
の

日
程
で
児
童
福
祉
司
、
児
童
心

理
司
が
来
島
し
ま
す
の
で
、
お

困
り
の
こ
と
が
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

〈
開
催
予
定
日
〉
６
月
２8
日

㈬
～
30
日
㈮

　

〈
相
談
内
容
〉
し
つ
け
や
性

格
、
行
動
の
こ
と
、
成
長
や
発

達
の
こ
と
、
非
行
の
こ
と
、
里

親
の
こ
と
、
愛
の
手
帳
の
こ
と

な
ど

　

〈
相
談
方
法
〉
原
則
、
家
庭

へ
の
訪
問
と
な
り
ま
す
が
、
そ

の
他
の
場
所
で
も
相
談
に
応
じ

ま
す
。

　

〈
申
込
方
法
〉
６
月
９
日
㈮

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
そ

の
際
に
次
の
内
容
を
確
認
い
た

し
ま
す
。

　

①
相
談
者
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
②
対
象
児
童
の
氏
名
・

生
年
月
日
③
相
談
内
容
④
訪
問

希
望
日
時

　

問
い
合
せ
は
三
宅
村
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
福
祉
健

康
課
内
）
☎
⑤
０
９
８
２
。

眼
科
の
専
門

診
療
を
実
施

　

眼
科
専
門
診
療
は
、
事
前
予

約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
診
療

当
日
の
受
け
付
け
は
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
、
予
約
受
付
期

間
中
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
が
多
数

の
場
合
は
、
予
約
の
受
け
付
け

を
早
め
に
終
了
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

▽
予
約
受
付
日
＝
６
月
２２
日

㈭
、
２3
日
㈮ 

　

▽
予
約
受
付
時
間
＝
午
後
２

時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　

▽
予
約
受
付
電
話
番
号
＝
☎

②
０
０
１
６

　

※
期
間
中
は
電
話
が
つ
な
が

り
に
く
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

▽
診
療
日
時
お
よ
び
診
療
開

始
時
間
＝
７
月
２
日
㈰
午
前
の

診
療
は
９
時
か
ら
。
午
後
の
診

療
は
午
後
１
時
30
分
か
ら
、
７

月
３
日
㈪
午
前
診
療
午
前
９
時

か
ら

　

問
い
合
わ
せ
は
中
央
診
療
所

☎
②
０
０
１
６
。

で
食
事
や
会
話
を
楽
し
む
た
め

に
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

　

〈
歯
周
病
と
は
〉

　

歯
と
歯
ぐ
き
の
境
の
溝
に
た

ま
っ
た
歯
垢
に
潜
む
歯
周
病
菌

付
（
児
童
１
人

当
り
月
額
５
千

円
）
で
し
た

が
、
＝
別
表
＝

右
欄
（
②
所
得

上
限
限
度
額
）

以
上
の
方
は
児

童
手
当
・
特
例

給
付
の
対
象
外

と
な
り
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度

に
対
象
外
に
な

っ
た
方
で
、
所

得
限
度
額
以
下

に
な
っ
た
方

は
、
児
童
手
当

の
新
規
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
役
場
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
福
祉
健
康
課

福
祉
係
☎
⑤
０
９
０
２
。

歳
又
は
出
生
時
に
兄
・
姉
の
年

齢
が
３
歳
以
上
で
あ
る
場
合

は
、
対
象
児
が
保
育
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
な
い
（
保
育
園

に
通
っ
て
い
な
い
）
こ
と

【
変
更
後
】

　

▽
３
歳
未
満
の
子
ど
も
を
育

て
る
世
帯

　

※
保
育
要
件
撤
廃

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
個
別

に
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
福

祉
健
康
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
福
祉
健
康
課

健
康
係
☎
⑤
０
９
１
１
。

歯
周
病
検
診

に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
中
に
40
歳
・
50

歳
・
６0
歳
・
７0
歳
に
な
る
方

は
、
健
康
増
進
法
に
基
づ
く
歯

周
病
検
診
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
個
別

に
検
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

　

生
涯
に
わ
た
っ
て
自
分
の
歯

①所得制限限度額 ②所得上限限度額
扶養親族等の数
（カッコ内は例）

所得額
(万円)

収入額の
目安(万円)

所得額
(万円)

収入額の
目安(万円)

０人（前年末に児童が生
まれていない場合 等） 622 833.3 858 1071

１人（児童１人の場合 等） 660 875.6 896 1124
２人（児童１人＋年収103
万円以下の配偶者の場合 等） 698 917.8 934 1162

３人（児童２人＋年収103
万円以下の配偶者の場合 等） 736 960 972 1200

４人（児童３人＋年収103
万円以下の配偶者の場合 等） 774 1002 1010 1238

５人（児童４人＋年収103
万円以下の配偶者の場合 等） 812 1040 1048 1276

別表

対 象 者 当該年度中に40歳・50歳・60歳・70歳になる方
実施場所 三宅島歯科診療所
検診期間 検診票送付後～当該年度２月末まで
受診方法 個人で予約

検診内容 歯周ポケットの深さ、むし歯・歯肉症状の 
有無、歯石の付着等

費　　用 無料　※ 検診とは別に治療が必要となった 場合には、費用が発生します

別表

実施期間 項　目 対象者（三宅村に住民登録のある方）

８
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰
（
リ
ス
タ
ホ
ー
ル
）

８
月
29
日
㈫
・
30
日
㈬
・
31
日
㈭
午
前
ま
で

（
三
宅
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

住
民
健
診

国民健康保険の
『特定健診』

40歳から74歳の国保者（受診日までに
国保の資格を喪失していない者）

後期高齢者医療の
『健康診査』

糖尿病などの服薬のない75歳以上の
方、一定の障害のある65歳以上の方

健康増進法の
『健康診査』

40歳以上の生活保護者（受診日までに
生保の資格を喪失していない者）

が
ん
検
診

胃がん検診（内視鏡） 50歳以上で偶数年齢の者
肺がん・結核検診
（X線） 40歳以上の者
大腸がん検診（検便）

そ
の
他
検
診

肝炎ウイルス検診 40歳の者
骨粗しょう症検診 40、45、50、55、60、65、70歳になる女性

（５日間） 風しん第５期定期
接種の抗体検査

昭和37年４月２日～昭和54年４月１日
生まれの男性（要クーポン券）

別表

※年齢は、令和６年３月31日時点の年齢

住
民
健
診
と
が
ん
検
診
実
施

対
象
者
に
申
込
書
を
送
付

児
童
・
育
成
手
当
の
現
況
届

必
要
な
方
へ
書
類
を
送
付

【
緊
急
連
絡
先
】
平
日
夜
間
・
休
日
の
閉
庁
時
の
連
絡
は
☎
０
４
９
９
４
⑤
０
９
８
１
。

【
防
災
行
政
無
線
電
話
対
応
サ
ー
ビ
ス
】
☎
０
４
９
９
４
⑤
１
６
６
０
。

６
月
は
村
民
税
と
保
育
料
の
納
付
月
。

６
月
は
村
民
税
と
保
育
料
の
納
付
月
。

６
月
６
月
３０３０
日
ま
で
に
納
め
く
だ
さ
い
。

日
ま
で
に
納
め
く
だ
さ
い
。

６
月
は
村
民
税
と
保
育
料
の
納
付
月
。

６
月
は
村
民
税
と
保
育
料
の
納
付
月
。

６
月
６
月
３０３０
日
ま
で
に
納
め
く
だ
さ
い
。

日
ま
で
に
納
め
く
だ
さ
い
。
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就航率 搭乗率
調布
� ⇒三宅

88.89％
52.37％

三宅
� ⇒調布 81.58％

航空機の運航状況

【問い合わせ】
新中央航空㈱三宅島空港
☎04994-6-0006

（R5.4.1～4.30）

７日㈬ おやこっこルーム【阿古福祉会館】

８日㈭

とりの日【アカコッコ館入場無料】
定期予防接種【中央診療所】
・B型肝炎・小児用肺炎球菌・ヒブワクチン
　DPT-IPV・ロタ（14:30～14:50）
・B型肝炎3回目、DPT-IPV追加・ヒブワクチン追加
　小児用肺炎球菌（14:50～15:00）
・MR、水痘（15:00～15:10）
・BCG（15:10～15:20）
・日本脳炎・DT2期（15:20～15:40）
・子宮頸がんワクチン（15:40～15:50）
任意予防接種【中央診療所】

12日㈪ プール開き【小学校】
13日㈫ 乳幼児健康診査
15日㈭ 海浜教室(低学年)【小学校】
16日㈮ 三宅高校進路ガイダンス【中学校】
17日㈯ 道徳授業地区公開講座【小学校・中学校】
20日㈫ とりの日【アカコッコ館入場無料】

21日㈬ 期末考査【中学校】６月21日から６月23日まで
おやこっこルーム【神着老人福祉館】

22日㈭

定期予防接種【中央診療所】
・B型肝炎・小児用肺炎球菌・ヒブワクチン
　DPT-IPV・ロタ（14:30～14:50）
・B型肝炎3回目、DPT-IPV追加・ヒブワクチン追加
　小児用肺炎球菌（14:50～15:00）
・MR、水痘（15:00～15:10）
・BCG（15:10～15:20）
・日本脳炎・DT2期（15:20～15:40）
・子宮頸がんワクチン（15:40～15:50）
任意予防接種【中央診療所】

23日㈮ 救命救急講習会【中学校】
25日㈰ 新型コロナワクチン【令和５年春開始接種】

26日㈪ シーカヤック体験【中学１・３年生】
温泉の日【12歳以上150円で温泉利用可能】

28日㈬ シーカヤック体験【中学２・３年生】

30日㈮
30周年無料開館日【アカコッコ館入場無料】
６月納期限【保育料・村民税１期】
プレミアムフライデー【午後３時以降利用無料】

2023年6月のカレンダー ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため延期または中止になる場合があります。

※東京都法務局への問い合わせ先は下記のとおりです。
　東京都法務局：不動産登記 ☎03-5213-1330・法人登記 ☎03-5213-1337

―問い合わせ―
●小・中学校の予定 ………………………… 三宅村教育委員会 ☎⑤0952
●とりの日・プレミアムフライデー … 観光産業課観光商工係 ☎⑤0920
●おやこっこルーム ………………………… 福祉健康課健康係 ☎⑤0911
●検診・予防接種相談等 …………………… 福祉健康課健康係 ☎⑤0911
●村税 ……………………………………………… 村民課税務係 ☎⑤0983

―ごみ出し・持ち込み―
●クリーンセンター（持ち込み）
　不燃：火・木曜日　可燃：月・水・金曜日
●各地区のごみ出し
　阿古・伊ケ谷・伊豆地区：月・木曜日
　神着・坪田地区：火・金曜日

　

し
っ
と
り
と
し
た
空
気
に
緑

の
香
り
が
漂
い
、
夏
が
近
づ
い

て
ま
い
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ま

お
変
わ
り
な
く
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。

　

先
日
の
こ
と
で
す
が
、
ぼ
ん

や
り
し
な
が
ら
玉
ね
ぎ
を
切
っ

て
い
た
ら
、
う
っ
か
り
指
先
を

切
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
指
先

や
顔
な
ど
は
血
流
が
多
く
少
し

の
け
が
で
も
血
が
た
く
さ
ん
出

や
す
く
、
ま
た
、
止
血
に
時
間

が
か
か
り
や
す
い
部
位
で
も
あ

り
ま
す
。
と
、
わ
か
っ
て
は
い

て
も
久
し
ぶ
り
の
こ
と
で
も
あ

り
、
か
な
り
驚
き
ま
し
た
。

　

切
り
傷
、
す
り
傷
な
ど
日
常

的
に
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
、
不

意
に
け
が
を
し
て
出
血
し
て
し

ま
う
こ
と
は
多
々
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
は
あ
わ
て
ず
、

傷
を
水
道
水
で
洗
っ
て
異
物
を

取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。
消
毒
液

で
の
洗
浄
は
傷
に
か
え
っ
て
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
る
可
能
性
が
あ

り
、
今
は
水
道
水
で
十
分
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

出
血
し
て
い
る
部
分
に
清
潔
な

ハ
ン
カ
チ
や
ガ
ー
ゼ
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
な
ど
を
あ
て
て
上
か
ら
グ

ッ
と
押
さ
え
て
圧
迫
止
血
を
し

ま
す
。
コ
ツ
は
５
分
以
上
、
し

　
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
・

保
険
料
免
除
申
請
等
は
電
子
申

請
が
便
利
で
す

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

の
資
格
取
得
・
種
別
変
更
、
保

険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申
請
、

学
生
納
付
特
例
申
請
に
つ
い

て
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を

利
用
し
電
子
申
請
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
申
請

に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
の
情
報
を
活
用
し

て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
で
申
請
書
な
ど
を
作
成
す
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
紙
の
申

請
書
よ
り
簡
単
に
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
申
請

結
果
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
お
手
続
き
の
際
は
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
納
付
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い

て
、
令
和
５
年
２
月
２０
日
か
ら

現
金
、
口
座
振
替
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
な
ど
に
よ
る
納
付
に

加
え
、
新
た
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
を
使
用
し
た
電
子

（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
）
決
済
で

の
納
付
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

「
領
収
（
納
付
受
託
）
済
通

知
書
」
（
納
付
書
）
の
バ
ー
コ

ー
ド
を
決
済
ア
プ
リ
で
読
み

取
る
こ
と
に
よ
っ
て
電
子

（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
）
決
済

が
で
き
ま
す
。

　

対
象
の
決
済
ア
プ
リ
は
ａ
ｕ

Ｐ
Ａ
Ｙ
、ｄ
払
い
、Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
、

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
と
な
り
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
港
年
金
事
務

所
☎
０３–

５
４
０
１–

３
２
１

１
ま
た
は
村
民
課
住
民
年
金
係

☎
⑤
０
９
０
４
。

っ
か
り
と
押
さ
え
続
け
る
こ
と

で
す
。
血
が
止
ま
っ
た
か
気
に

な
っ
て
つ
い
つ
い
圧
迫
の
手
を

緩
め
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ

う
に
。
ま
た
、
可
能
で
あ
れ
ば

傷
口
を
心
臓
よ
り
高
い
位
置
に

あ
げ
る
と
、
い
く
ら
か
血
が
止

ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
場
合
は

受
診
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
①

さ
び
た
刃
物
で
の
け
が
の
と
き

②
汚
い
場
所
の
け
が
や
傷
を
し

っ
か
り
と
洗
う
の
が
難
し
い
と

き
③
傷
の
中
に
異
物
（
ガ
ラ
ス

片
や
砂
利
な
ど
）
が
入
り
込
ん

で
取
れ
な
い
と
き
④
出
血
が
止

ま
ら
な
い
と
き
（
噴
水
の
よ
う

に
吹
き
出
す
出
血
、
ド
ク
ン
ド

ク
ン
と
脈
打
つ
出
血
も
危
険
で

す
）
⑤
傷
の
周
り
が
赤
く
熱
を

も
ち
腫
れ
て
し
ま
っ
た
と
き
、

膿
の
出
て
く
る
と
き
⑥
動
物
に

噛
ま
れ
た
傷
の
と
き
。

　

ご
自
身
や
ご
家
庭
で
の
対
応

が
難
し
い
と
感
じ
る
と
き
は
遠

慮
な
く
診
療
所
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
も
ち
ろ
ん
け
が
を
し
な

い
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
刃
物
を
扱
う
と
き
は
気
を

つ
け
て
。
雨
も
続
き
ま
す
の

で
、
お
足
元
に
も
お
気
を
つ
け

て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

三
宅
村
に
は
、
１
７
５
カ
所

を
超
え
る
ご
み
集
積
所
が
あ
り

ま
す
。
集
積
所
に
つ
い
て
は
収

集
後
の
清
掃
や
ネ
ッ
ト
の
補
修

な
ど
各
自
治
会
等
利
用
者
で
あ

る
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
も
と
、

適
切
な
維
持
管
理
を
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
頃
ご
み
の
分
別

や
収
集
の
曜
日
が
守
ら
れ
て
い

な
い
集
積
所
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
ご
み
の
出
し
方
が
守
ら
れ

な
い
こ
と
に
よ
り
、
集
積
所
が

汚
れ
た
り
、
カ
ラ
ス
に
荒
ら
さ

れ
た
り
と
利
用
者
や
近
隣
住
民

の
方
へ
の
迷
惑
に
つ
な
が
り
ま

す
。
分
別
方
法
や
収
集
の
曜

広
報
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

情
報
提
供
は
毎
月
10
日
ご
ろ

ま
で
に
内
容
と
連
絡
先
を
下
記

に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

掲
載
は
紙
面
に
余
裕
が
あ
る

場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

文
体
は
ご
一
任
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
企
画
財
政
課

企
画
情
報
係
☎
⑤
０
９
８
４
、

日
、
時
間
（
当
日
の
朝
８
時
ま

で
）
を
守
っ
て
ご
み
を
出
す
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
事
業
者
か
ら
の
ご
み

は
集
積
所
へ
は
出
せ
ま
せ
ん
の

で
、
直
接
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
地
域
整
備
課

環
境
整
備
係
☎
⑤
０
９
３
８
。

島
内
の
求
人

情
報
を
募
集

　

島
内
の
雇
用
促
進
と
島
外
か

ら
の
人
材
を
確
保
し
、
定
住
人

口
の
増
加
を
図
る
た
め
、
島
内

求
人
情
報
を
募
集
し
、
村
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　

《
掲
載
ま
で
の
流
れ
》

　

①
求
人
情
報
の
掲
載
を
希
望

す
る
島
内
事
業
所
は
所
定
の
求

人
情
報
シ
ー
ト
に
記
入
し
、
村

に
提
出
し
ま
す
。

　

②
村
で
内
容
を
確
認
し
、
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

す
。

　

※
求
人
情
報
シ
ー
ト
は
村
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

m
iyake03@

vill.m
iyake.

tokyo.jp

ド
も
可
能
で
す
※
村
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
の
掲
載
は
無
料
で
す
※

本
掲
載
は
島
内
の
雇
用
促
進
と

定
住
促
進
を
目
的
と
し
た
求
人

情
報
の
提
供
で
す
。
村
で
は
職

業
紹
介
（
仲
介
や
斡
旋
な
ど
）

は
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
雇
用
に
関
す
る
交
渉
や
契

約
に
関
す
る
一
切
の
責
任
を
負

い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
求
職
者
と
の
交
渉

や
契
約
な
ど
は
村
を
介
さ
ず
当

人
同
士
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
企
画
財
政
課

企
画
情
報
係
☎
⑤
０
９
８
４
。

　

令
和
５
年
７
月
１
日
㈯
か
ら

道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
う
ち
、
特
定
小
型
原

動
機
付
自
転
車
（
電
動
キ
ッ
ク

ボ
ー
ド
）
の
所
有
者
は
標
識

（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）
を
取

得
し
、
車
体
の
見
や
す
い
と
こ

ろ
に
取
り
付
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車

（
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
）
の
基

準
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

〈
車
体
の
大
き
さ
〉
長
さ
１

９
０
㌢
㍍
以
下
、
幅
６０
㌢
㍍
以

下
〈
車
体
の
構
造
〉
定
格
出
力

が
０
・
６
㌔
㍗
以
下
、
最
高
速

度
が
時
速
２０
㌔
㍍
以
下
、
特
定

小
型
原
動
機
付
自
転
車
に
必
要

な
保
安
部
品
が
装
着
さ
れ
て
い

る
。

　

標
識
（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
）
の
交
付
方
法
は
「
身
分
証

明
書
」
「
印
鑑
」
「
販
売
（
譲

渡
）
証
明
書
」
を
持
参
の
上
、

申
告
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転

車
の
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

は
年
額
２
０
０
０
円
で
す
。

　

問
い
合
せ
は
村
民
課
税
務
係

☎
⑤
０
９
８
３
。

血
し
た
と
き
の
応
急
手
当
て

出

み
ん
な
の

み
ん
な
の

国
民
年
金

国
民
年
金

国
民
年
金

国
民
年
金

中
央
診
療
所

政
谷
　
薫

ご
み
は
分
別
し
て
出
そ
う

決
め
ら
れ
た
時
間
と
曜
日
に

特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車

７
月
１
日
㈯
か
ら

「
標
識
」が
必
要
で
す

【
緊
急
連
絡
先
】
平
日
夜
間
・
休
日
の
閉
庁
時
の
連
絡
は
☎
０
４
９
９
４
⑤
０
９
８
１
。

【
防
災
行
政
無
線
電
話
対
応
サ
ー
ビ
ス
】
☎
０
４
９
９
４
⑤
１
６
６
０
。

６
月
は
村
民
税
と
保
育
料
の
納
付
月
。

６
月
は
村
民
税
と
保
育
料
の
納
付
月
。

６
月
６
月
３０３０
日
ま
で
に
納
め
く
だ
さ
い
。

日
ま
で
に
納
め
く
だ
さ
い
。

６
月
は
村
民
税
と
保
育
料
の
納
付
月
。

６
月
は
村
民
税
と
保
育
料
の
納
付
月
。

６
月
６
月
３０３０
日
ま
で
に
納
め
く
だ
さ
い
。

日
ま
で
に
納
め
く
だ
さ
い
。
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初
夏
、
三
宅
島
の

海
岸
で
は
色
と
り
ど

り
の
花
が
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
海
岸
は
強

い
日
差
し
や
風
、
と

た
め
に
地
面
深
く
に
根
を
下
ろ

し
て
水
を
得
る
植
物
も
。

　

そ
ん
な
工
夫
を
し
て
い
る
海

岸
植
物
で
す
が
、
普
通
の
平
地

で
は
他
の
植
物
の
ほ
う
が
強

く
、
負
け
て
し
ま
う
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
競
争
を
避

け
、
海
岸
を
選
び
そ
の
過
酷
な

環
境
に
生
き
る
工
夫
を
発
達
さ

せ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
植
物

た
ち
の
た
め
に
も
三
宅
島
の
海

岸
を
大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。

135

三
宅
島
自
然
だ
よ
り

「�

華
や
か
な
花
、

そ
の
裏
に
は�

こ
ん
な
工
夫
が
」

三
宅
島
Ｏ
Ｗ
Ｓ
大
会
２
０
２
３

�

７
月
８
日
㈯
開
催

　

７
月
８
日
㈯
に
『
三
宅
島
Ｏ

Ｗ
Ｓ
大
会
２
０
２
３
』
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

三
宅
島
で
の
開
催
は
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
３
年
連
続
で
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
今
年
の
開
催

で
４
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

Ｏ
Ｗ
Ｓ
と
は
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ

ー
タ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
の
略
で
、

　

都
道
・
村
道
上
に
私
有
地
よ

り
繁
茂
し
た
樹
木
が
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
繁
茂
し
た
樹
木

が
あ
る
こ
と
に
よ
り
道
路
が
狭

小
な
上
に
、
人
や
車
両
の
通
行

の
支
障
と
な
り
交
通
事
故
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
。

　

私
有
地
か
ら
道
路
に
張
り
出

し
た
樹
木
は
土
地
の
所
有
者
に

所
有
権
が
あ
り
、
都
や
村
で
は

勝
手
に
伐
採
す
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
。
ま
た
、
繁
茂
し
た
樹

木
が
原
因
で
事
故
が
発
生
し
た

場
合
に
は
所
有
者
に
責
任
が
問

わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
に
も
所
有
者
の
皆
さ
ま
に
は

伐
採
ま
た
は
せ
ん
定
な
ど
の
適

切
な
処
置
を
さ
れ
ま
す
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
村
道
＝
地
域

整
備
課
環
境
整
備
係
☎
⑤
０
９

３
８
ま
た
は
都
道
＝
三
宅
支
庁

土
木
港
湾
課
☎
②
１
３
１
３
。

き
に
は
海
水
を
被
る
過
酷
な
環

　

５
月
４
日
、
三
宅
村
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
三

宅
島
柔
道
連
盟
と
柔
道
の
強
豪

校
で
も
あ
る
私
立
安
田
学
園
中

学
・
高
等
学
校
（
東
京
都
）
と

の
合
同
練
習
が
行
わ
れ
ま
し

節
水
と
漏
水
発
見
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

現
在
、
村
の
水
道
水
の
供
給

量
と
需
要
量
は
、
ほ
ぼ
同
じ
量

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

夏
本
番
を
迎
え
ま
す
と
水
の
使

用
量
が
増
え
、
供
給
を
圧
迫
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

島
に
お
い
て
水
は
貴
重
な
資

源
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
節

水
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
村
で
は
漏
水
の
発
見

に
努
め
て
い
ま
す
。
晴
れ
の
日

が
続
い
て
い
て
も
湿
っ
て
い
る

箇
所
や
水
圧
が
弱
く
な
っ
た
と

感
じ
る
場
所
な
ど
、
漏
水
が
原

因
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
漏
水
の
疑
い
が
あ
る
場
合

に
は
水
道
係
ま
で
ご
一
報
く
だ

さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
企
業
課
水
道

係
☎
⑤
０
９
８
９
。

三
宅
島
フ
ォ
ト
コ
ン
２
０
２
３

６
月
か
ら
作
品

の
募
集
開
始
！

　

今
年
も
や
り
ま
す
！
「
三
宅

島
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２

３
」

　

６
月
よ
り
作
品
の
募
集
開
始

予
定
で
す
。
テ
ー
マ
や
応
募
方

法
な
ど
の
詳
細
は
三
宅
島
観
光

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し

ま
す
。

　

三
宅
島
の
す
て
き
な
一
瞬
を

捉
え
た
皆
さ
ま
の
作
品
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
三
宅
島
観
光

協
会
☎
⑤
１
１
４
４
。

た
。

　

安
田
学
園
の
柔

道
部
員
17
人
と
コ

ー
チ
４
人
が
島
内

で
強
化
合
宿
を
行

う
に
あ
た
っ
て
、

三
宅
島
の
子
ど
も

た
ち
と
の
交
流
も

企
画
さ
れ
、
三
宅

島
か
ら
は
14
人
の

少
年
少
女
が
参
加

し
ま
し
た
。
島
の

子
ど
も
た
ち
は
、

普
段
な
か
な
か
見

る
こ
と
の
で
き
な

い
迫
力
あ
る
練
習

を
見
学
し
、
安
田

学
園
の
選
手
か
ら

実
際
に
技
を
教
わ

る
な
ど
貴
重
な
経

験
が
で
き
ま
し

た
。

海
・
川
・
湖
な
ど
の
自
然
環
境

下
で
開
催
す
る
水
泳
競
技
で
あ

り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種

目
で
す
。
開
催
す
る
場
所
に
よ

っ
て
環
境
が
異
な
る
た
め
、
タ

イ
ム
競
技
で
は
な
く
着
順
を
争

う
こ
と
が
重
要
に
な
る
競
技
で

す
。

　

三
宅
島
で
の
開
催
は
日
本
有

数
の
透
明
度
・
水
質
を
誇
る
三

宅
島
の
〞
海
〞
の
観
光
資
源
と

し
て
の
活
用
や
三
宅
島
に
お
け

る
新
た
な
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
と
健
康
増
進
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

大
会
情
報
は
三
宅
島
観
光
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｎ
Ｏ
Ｗ
Ｓ

食いしん坊のそうたくん。
いっぱい遊んでいっぱい
食べていっぱい寝て大き
くなってね。

【申込み方法】写真（データ）・名前（ふりがな付）・性別・生年
月日・保護者からのメッセージに、保護者氏名と住所・連絡先を
添えて企画財政課へ持参またはメール（件名：みやけの宝）を
miyake03@vill.miyake.tokyo.jpへ送信。
【対象：３歳未満】※写真は返却できません。

前
ま え

澤
ざ わ

 奏
そ う

太
た

くん
誕生日：令和３年
� ６月３日（阿古）

メッセージ

境
で
す
。
そ
こ
に
育

つ
海
岸
植
物
た
ち
は

ど
ん
な
工
夫
で
身
を

守
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
。

　

肉
厚
で
蝋
の
よ
う

な
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ

れ
た
葉
。
こ
れ
な
ら

多
少
の
海
水
を
被
っ

て
も
平
気
で
す
。
ま

た
、
強
風
に
耐
え
る

た
め
、
背
が
低
く
地

面
を
這
い
つ
く
ば
る

よ
う
に
広
が
る
植

物
。
灼
熱
に
耐
え
る

の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
三
宅

島
Ｏ
Ｗ
Ｓ
大
会
公
式
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
を
通
し
て
発
表
さ

れ
ま
す
。

　

▽
開
催
日
＝
７
月
８
日
㈯

　

▽
開
催
場
所
＝
大
久
保
浜

海
水
浴
場
（
天
候
に
よ
り
錆

ヶ
浜
海
水
浴
場
へ
）

　

▽
主
催
＝
三
宅
島
Ｏ
Ｗ
Ｓ

実
行
委
員
会

84

　

教
科
書
展
示

　

令
和
６
年
度
以
降
に
使
用
予

定
の
小
学
校
教
科
書
見
本
を
展

示
す
る
「
教
科
書
展
示
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

▽
場
所
＝
三
宅
島
郷
土
資
料

館
　

▽
期
間
＝
６
月
３
日
㈯
～
３０

日
㈮

　

▽
時
間
＝
午
前
1０
時
～
午
後

５
時
、
※
休
館
日
（
水
曜
日
）

を
除
く
。

新
着
本
の
紹
介

　

雨
音
を
聞
き
な
が
ら
、
じ
っ

く
り
本
を
読
み
ま
し
ょ
う
。

「
街
と
そ
の
不
確
か
な
壁
」

村
上
　
春
樹
著

　

巨
匠
村
上
待
望
の
最
新
作
。

難
解
な
物
語
が
読
者
を
待
ち
受

け
る
。

「
伊
豆
諸
島
の
自
然
と
災
害
」

鈴
木
毅
彦
・
古
市
太
郎
編
著 

　

度
重
な
る
噴
火
災
害
の
た
び

に
形
成
さ
れ
て
き
た
伊
豆
諸
島

の
自
然
を
紐
解
く
。

「
う
ま
れ
て
く
る
よ
海
の
な
か
」

写
真
　
高
久
至
・

　

文
　

　
か
ん
ち
く
た
か
こ

　

海
の
中
で
受
け
継
が
れ
る
生

命
の
誕
生
を
見
つ
め
る
絵
本
。

　

三
宅
村
立
図
書
館
☎
⑤
１
４

５
３
、
開
館
午
前
1０
時
～
午
後

５
時
、
水
曜
日
休
館
日
。

色とりどり花に集まるチョウたちの
観察も楽しい

　イベントは他にもございます。詳しくは三宅島自然ふれあいセンターアカコッコ館☎⑥
0410、FAX⑥0458、ホームページの「アカコッコからの手紙」で検索。

イ
ベ
ン
ト
情
報

イベント名 実施日 時間 実施場所 参加費・定員

ミヤケヘビギンポ観察会
三宅島の潮だまりを代表する魚
「ミヤケヘビギンポ」を観察し
よう。ひとりでシュノーケルで
きる人が対象です。

６月４日㈰・
　　18日㈰

9:30～
 10:30

長太郎池
（予定） 定員５名

安田学園の選手との集合写真

私
　

　
立 
安
田
学
園
中
学
・
高
校
と

合
同
練
習 
三
宅
島
柔
道
連
盟

繁
茂
し
た
樹
木
伐
採
の
お
願
い

私
有
地
か
ら
都
道
・
村
道
に

広　報　み　や　け （4）2023年（令和５年）6月1日（第639号）


